外に まだ、 もう 一 つ、 伝説と しての 答が 残って ゐる。 

それによ ると、 煙草 は、 悪魔が どこから か 持って来た 

の ださう である。 さう して、 その 悪魔なる もの は、 天 

主教の 伴天連 か (恐らく は、 フランシス 上人) が はる 

ばる 日本へ つれて 来たの ださう である。 

かう 云 ふと、 切支丹 宗門の 信者 は、 彼等の パァ テル 

し とが 

を誣 ひる ものと して、 自分 を 咎めよう とする かも 知れ 

ない。 が、 自分に 云 はせ ると、 これ はどう も、 事実ら 

しく 思 はれる。 何故と 云へば、 南蛮の 神が 渡来す ると 

同時に、 南蛮の 悪魔が 渡来す ると 云 ふ 事 は —— 西洋の 

善が 輸入され ると 同時に、 西洋の 悪が 輸入され ると 云 



ふ 事 は、 至極、 当然な 事 だからで ある。 

しかし、 その 悪魔が 実際、 煙草 を 持って来た かどう 

もっと 

か、 それ は、 自分に も、 保証す る 事が 出来ない。 尤も 

アナ トオル. フランスの 書いた 物に よると、 悪魔 は 

もくせい さう 

木犀 草の 花で、 或 坊さん を 誘惑しょう とした 事が ある 

さう である。 して 見る と、 煙草 を、 日本へ 持って来た 

と 云 ふ 事 も、 満更 噓 だとば かり は、 云へ ないで あらう。 

よし 又 それが 噓 にしても、 その 噓は 又、 或 意味で、 存 

外、 ほんとうに 近い 事が あるか も 知れない。 —— 自分 

は、 かう 云ふ考 へで、 煙草の 渡来に 関する 伝説 を、 こ 

こに 書いて 見る 事に した。 



変へ て、 朝夕 フランシス 上人に、 給仕す る 事に なった。 

勿論、 ドクトル • ファウスト を 尋ねる 時には、 赤い 

外套 を 着た 立派な 騎士に 化ける 位な 先生の 事 だから、 

こんな 芸当 なぞ は、 何でもない。 

所が、 日本へ 来て 見る と、 西洋に ゐた 時に、 マルコ - 

ポオ 口の 旅行記で 読んだ のと は、 大分、 容子 がちが ふ。 

第一、 あの 旅行記に よると、 国中 至る処、 黄金が みち 

みちて ゐる やうで あるが、 どこ を 見廻しても、 そんな 

く るす 

景色 はない。 これなら、 ちょいと 磔を 爪で こすって、 

きん かな リ 

金に すれば、 それでも 可成、 誘惑が 出来さう である。 

それから、 日本人 は、 真珠 か 何 かの 力で、 起死回生の 



法 を、 心得て ゐる さう であるが、 それ も マルコ • ポオ 

口の 噓 らしい。 噓 なら、 方々 の 井戸へ 唾 を 吐いて、 悪 

い 病 さへ 流行らせれば、 大抵の 人間 は、 苦し まぎれに 

当 来の 波羅 tf 早 僧 なぞ は、 忘れて しま ふ。 —— フラン シ 

ス 上人の 後へ ついて、 殊勝ら しく、 そこいら を 見物し 

ひそか 

て 歩きながら、 悪魔 は、 私に こんな 事を考 へて、 独り 

会心の 微笑 を もらして ゐた。 

が、 たった 一 つ、 ここに 困った 事が ある。 これば か 

さす か 

リは、 流石の 悪魔が、 どうす る 訳に も 行かない。 と 云 

ふの は、 まだ フランシス • ザヴィ エルが、 日本へ 来た 

ばかりで、 伝道 も 盛に ならなければ、 切支丹の 信者 も 



その 中に、 この 植物 は、 茎の 先に、 簇々 として、 花 

をつ けた。 漏斗の やうな 形 をした、 うす 紫の 花で ある。 

悪魔に は、 この 花の さいたの が、 骨 を 折った だけに、 

ごんぎ やう 

大 へん 嬉しい らしい。 そこで、 彼 は、 朝夕の 勤行 をす 

ましてし まふと、 何時でも、 その 畑へ 来て、 余念な く 

培養に つとめて ゐた。 

すると、 或 日の 事、 (それ は、 フランシス 上人が 伝道 

の 為に、 数日間、 旅行 をした、 その 留守中の 出来事で 

うし あきうど あめう し 

ある。) 一人の 牛 商人が、 一頭の 黄 牛 を ひいて、 その 畑 

の 側 を 通りかかった。 見る と、 紫の 花の むらがった 畑 

の 柵の 中で、 黒い 僧服に、 つばの 広い 帽子 を かぶった、 



ベながら、 わざと 大仰に、 小首 を 傾けた。 

さ つき ふ 

—— 何で ございま すかな。 どうも、 殺 急に は、 わか 

り 兼ねます が。 

—— なに 今日で なくっても、 いいのです。 三日の 間 

に、 よく 考 へて お出でなさい。 誰かに 聞いて 来ても、 

かま ひません。 あたったら、 これ を みんな あげます。 

ちんた 

この 外に も、 珍 陀の酒 を あげ ませう。 それとも、 

はら いそ てれ ある 

波羅葦 僧垤利 阿利の 絵 を あげます か。 

牛 商人 は、 相手が あま リ、 熱心な のに、 驚いたら し 

ヽ o 

レ 

では、 あたらなかったら、 どう 致し ませう。 



—— これでよ ろしければ、 今でも 差 上げます。 

あめう し 

牛 商人 は、 笑 ひながら、 黄 牛の 額 を、 撫でた。 彼 は 

どこまでも、 これ を、 人の 好い 伊留満 の、 冗談 だと 思 

つて ゐる らしい。 

—— その代り、 私が 勝ったら、 その 花の さく 草 を 頂 

きます よ。 

—— よろしい。 よろしい。 では、 確に 約束し ました 

ね。 

おやく ぢ やう おん あるじ 

—— 確に、 御 約定 致しました。 御主 エス -ク リスト 

の 御名に お 誓 ひ 申しまして。 

伊留満 は、 これ を 聞く と、 小さな 眼 を 輝かせて、 二 



を 低く しながら、 地鳴りの やうな 声で、 唸って ゐる。 



—— 私に した 約束で も、 約束 は、 約束です よ。 私が 

名 を 云へ ない もの を 指して、 あなた は、 誓った でせ う。 

忘れて はいけ ません。 期限 は、 三日です から。 では、 

さやうなら。 

ば か いんぎん 

人 を 莫迦に したやうな、 慇憝な 調子で、 かう 云 ひな 

がら、 悪魔 は、 わざと、 牛 商人に 丁寧な おじぎ をした。 

* 氺 * 



牛 商人 は、 うっかり、 悪魔の 手に のった の を、 後悔 

した。 このままで 行けば、 結局、 あの 「ぢ やぼ」 につ 

ほろ みやう くわ 

かまって、 体 も 魂 も、 「亡ぶ る ことなき 猛火」 に、 焼 

かれなければ、 ならない。 それで は、 今までの 宗旨 を 

すてて、 波 宇 寸低茂 をう けた 甲斐が、 なくなって しま 

ヽ o 

おん あるじ エス. クリスト 

が、 御主 耶蘇 基督の 名で、 誓った 以上、 一度した 約 

束 は、 破る 事が 出来ない。 勿論、 フランシス 上人で も、 

ゐ たのなら、 また どうにかなる 所 だが、 生憎、 それ も 

今 は 留守で ある。 そこで、 彼 は、 三日の 間、 夜の 眼 も 

ねずに、 悪魔の 巧みの 裏 を かく 手 だて を考 へた。 それ 



おれ 

—— この 畜生、 何 だって、 己の 煙草 畑 を 荒らす の だ。 

悪魔 は、 手 を ふりながら、 睡 むさうな 声で、 かう 怒 

鳴った。 寝入りば なの 邪魔 をされ たのが、 よくよく 

癩 にさ はったら しい。 

ようす うか か 

が、 畑の 後へ かくれて、 容子を 窺 つて ゐた牛 商人の 

ことば でう す 

耳へ は、 悪魔の この 語が、 泥 烏須の 声の やうに、 響い 

た。 …… 

—— この 畜生、 何 だって、 己の 煙草 畑 を 荒らす の だ。 

* 氺 * 



これ は ラフカディオ • へ ルン 先生が 書いて ゐ るから、 

かう む 

ここに は、 御免 を 蒙る 事に しょう。 それから、 豊臣徳 

ぐ わい けう きんあつ 

川 両氏の 外 教禁遏 に 会って、 始の中 こそ、 まだ、 姿 を 

まった 

現 はして ゐ たが、 とうとう、 しま ひに は、 完く 日本に 

ゐ なくなった。 —— 記録 は、 大体 ここまで しか、 悪魔 

の 消息 を 語って ゐ ない。 唯、 明治 以後、 再 、 渡来し 

た 彼の 動静 を 知る 事が 出来な いのは、 返へ す 返へ す も、 

遺憾で ある。 

(大正 五 年 十月) 
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